
「朝の女王と精霊たちの王ソリマンの物語」における

旧的聖書的モチーフについて

高 橋 典 子

は じ め に

1841年 の狂気の発作によって作家生命および経済

的,精神的にもダメージをおったネルヴァルは,42

年の末,その狂気の記憶を払拭するために兼ねてから

関心を寄せていた東方の地への大旅行を企てた。のち

に父親宛の手紙の中で彼は「この旅行が作家としての

意欲を立て直し,精神を解放しただけだつたとしても

それで十分です。」
いと述べ,世間に対してもこの発作

が突発的な事故であり,自分はその犠牲者であったに

過ぎないことを証明すべく,帰国後だだちにこの旅の

体験を作品にする努力を始めた。

そして,帰国直後の 1844年 2月 ,「アルチスト」誌

(週刊誌)に 「ギリシアの 1日 」をはじめとする4作

品を,ついで46年から47年 10月 まで「両世界評論」

に連載を続けた後,51年 にシャルバンチエ書店から
『東方紀行』2巻が干J行 されるまで,実 に7年 あまり

の歳月を要した。本稿で取り上げる「朝の女王と精霊

たちの王ソリマンの物語」闘 s′θJ″ グι Jα r`jれιグ
“
Mα′Jん

αグι Sθ Jttαん,ρ rJ4ειグιs gどんJθsは全体の半分を占める

挿話で,旧約聖書のモチーフを元にしているが,そ こ

にはフリーメーソンの伝説や聖書の秘儀的な解釈が含

まれていて,ネ ルヴァル的な世界に作 り変えられてい

る。本稿では,ネ ルヴァルがどのように旧約聖書の記

述を取り上げ,変化させているか主要な登場人物の役

割に注意しながら考えてみたいと思う。

第 1章 作品のモデルについて

はじめに,こ の挿話を聖書の記述と比較検討するた

めに物語のモデルとなっているソロモン,シバの女

王,そ してアドニラムが聖書の中ではどのような人物

として登場しているかをみていこうと思う。

この挿話の簡単な粗筋は次のようなものである。

地下の火の霊の子で反逆的な創造者であるアドニラ

ムがソリマンのエルサレム神殿の建築に携わってい

る。そこにシバの女王バルキスがソリマン訪間のため

にやってくる。そこで 2人は同じ火の霊の子孫である

ことを知り,互いに惹かれあう。アドニラムは「青銅

の海」と称する巨大な作品の鋳造に全力を傾けるが ,

部下の裏切 りによって失敗する。その時,地下の霊が

現れて,彼 にその素姓を告げ,地 下の世界へ と案内

し,彼を勇気づける。地上に戻 り失敗した作品を完成

させ,シバの女王とも結ばれた彼は女王と共にエチオ

ピアに赴いてその地を統一しようとする。しかし出発

の前夜,再び職人の裏切 りにあい暗殺されてしまう。

次にこの挿話のモデルとなっている旧約聖書の逸話と

人物について説明をしていきたいと思う。ソロモン

は,イ スラエル王ダビデ (引用部 ダビド)の息子で

あり,その後継者であった人物である。彼は知恵者と

して知られている。ソロモンが王位に即いた時,夢の

中に主が現れ,「私はおまえに何をやろうか,欲 しい

物があれば言え」と言われた。そこでソロモンは「善

悪を区別し,民を裁 くことのできる分別ある心をこの

しもべにお与え下さい。」と答えた。主はこの答えを

好意をもって聞かれ,次のように答えたり。

おまえは自分の長寿も富も敵の命も求めず,知恵をも

って裁くことを願った。私はおまえの願いをかなえよ

う,お まえ以前には一人もなく,お まえ以後に出るこ

とのないほどの鋭い知恵ある心を与えよう。その上お

まえの求めなかったこと,すなわち富と光栄も与えよ

う。王の中でおまえと肩を並べうる者は一人も出ない

であろう。おまえの父ダビドの行ったように,私のお

きてと命令を守って主の道を歩めば,長い命をも与え

よう。 (列王言己上  3.11-15)

このエピソードが物語つているように,ソ ロモンの知
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恵の豊かさ,広 さ,鋭 さは主から授かったとしか言い

ようのないものだったc聖書の中で彼の名が冠せられ

ている詩編やそのすべてが彼自身の作ではなく,後世

の作に彼の名を付けたものも多い歳言,伝道 (ユ レヒ

ト)の書,雅歌,知恵の書などを見ても彼の卓越した

知恵と才能は明らかであるcま たその公正な裁判によ

って民衆からも信頼を得たとされる一方で,非情とも

言える程,次々に自分の反対者を殺し,地位を安定さ

せ,国家的な改革を進め,貿易の手腕もふるったと言

われている。その知恵と20年 の歳月をかけた宮殿と

神殿建設という偉業によつてイスラエルを繁栄させ ,

「ソロモンの栄華」という言葉がある程,後世に名を

馳せた人物である。シバの女王は,こ の遠く東方,エ

ジプ トにまで伝わったソロモンの名声と知恵を聞い

て,難間によって彼を試みようと,現在のサウジ・ア

ラビアの中心部にあたるシバから二千キロも離れたエ

ルサレムにやつて来た。乳香,没薬,肉桂など当時の

人々が欲しがっていた品々の特産地,ま た通商路であ

った南アラビアを支配していたシバは,巨大な富を有

していた。この国の女王がソロモンを訪問したのは,

交易の交渉が目的とされているが,個 人的な興味もあ

ったとされているc聖書には,

シバの女■1は ソロモンのうわさを聞き,な ぞをつかっ

て彼を試そうと思い,旅に出た。香料とL二額の黄金,

宝石をのせた数多いらくだを連れて,彼女はエルサレ

ムに着いた。げJi二記 11 10.1-4)

と記されているが,謎 を解くことは,ア ラビア人の教

養のひとつでもあった
3そ して,女王はソロモンの知

恵と彼の建てた宮殿の壮麗さ,豪華な食事,列座の家

来たちの礼儀作法やソロモンが神殿で捧げた烙祭 (供

えられた動物を祭壇で全部焼いて神に捧げること)の

厳かさ,それらすべてに′亡ヽを奪われ,かつてないほど

の金と香料と宝石をソロモンに贈ったとされている。

また,聖書には女王の名は記されていないが,エチオ

ピアにはエチオピァ王朝の権威付けのために創作され

たこの物語のエチオピア版がある。女王の名はマケド

と言いソロモンの子を連れて帰ったことになってい

る。イスラム教徒の中にもアラビア版があり,名 はバ

ルキスとなっているcいずれにしても,こ の物語が作

成される歴史的背景は実証されても,物語そのものは

歴史的事実を述べたものではない。しかし,後世の

人々の好奇心を刺激し,ユ ダヤ教,キ リスト教,イ ス

ラム教とそれぞれの世界で独自の展開がされたことで

文学・文化研究編 (2003年 3月 )

よリー層, ソロモンの卓越した知恵と繁栄が浮き彫 り

にされたと言える。一方,ア ドニラムはダビデの治世

末期から「徴用者の長」
4と して仕えたとされ,ソ ロモ

ンの死後, イスラエルの分裂による王と民衆の仲裁の

ために派遣され,殺されることとなった人物であった

が,それ以上の記載は見当たらない。ところで,ネ ル

ヴァルが東方旅行に携行 したとされる『東方紀行覚

書』の中に「ソロモンの分身, ドウブル,彼の最良の

部分がもう一方 (対称的存在の数々)を 鼓舞しようと

する」
5と
記されているように,ネ ルヴァルは始めはソ

ロモンとその分身の物語を想定していたようだ。しか

し決定稿では,ソ ロモンと分身との距離を聖書や東洋

の伝説を用いることによってはかり,オ リジナルな人

物を作り出したと思われる。さらに物語を語るイスタ

ンブールの講談師たちを次のように設定した。

(..。 )ils arrangent et d6veloppent un sttet trait6 dqa de

divcrses maniё re.ou bnd6 sur d'anciennes 16gendes.(.… )

Il s'agissait cette fois d'un roman destin6)peindre la gloire

de ces antiques associations ouvriёres auxquelles l'Orient a

donn6 naissance。  (p.671)

これにより,聖書やイスラム,その他のいろいろな伝

説伝承を自由に変形させることを可能にし,聖書のソ

ロモン (salomon)は 「精霊達の」prince des g6niesと

いう形容詞 をつけた,魔法の指輪 によって人間,精

霊,自 然 を自由 に扱 うソ リマ ン (SOliman)と なっ

た。シェーファーは,こ の固有名詞の使い分けで聖書

の人物からネルヴァル固有の人物へ転換 されたと述べ

ている。そしてア ドニラムは,聖書通 りの徴用者の長

としての人物 と聖書の中の別の人物が合成され誕生 し

た。もう一人の人物は聖書では次のように記されてい

る。

ソロモンIは 人をやってヒラムをティロから呼んだ。

この人はネフタリ族のあるやもめの虐、子であり,父親

はティロ′11ま れの青銅細I師であった。ヒラムは知恵

も知 F哉 もすぐれ,青銅細工についても熟練していたの

で,ソ ロモンのもとに来て,注文を受けた仕事をやり

とげた。 (ダ J■1言己上 7.13-14)

ヒラムはまた青銅を鋳て海を造った。(列 王記上 7.

23)

この人物は, ダビデの友人であったテイロの王ヒラム

が神殿建設のためにソロモンに仕えさせた王と同名の



青銅細工師,神殿の建築家ヒラムであり,最高の賛辞

をおくられたとされている。こうして「徴用者の長」

であるアドニラムは高い能力を持った青銅細工師にも

なった。またアドニラムはフリーメーソンの開祖と考

えられている人物でもある。メーソン団員が「親方」

の位に就 く儀式において再現される「ヒラム伝説」を

ネルヴァルはほぼ原型通りに組み入れている。この結

社の理想的な建築物であるソロモンの宮殿の建築者で

あり,悲劇的な死をとげたヒラム (ア ドニラム)の伝

説はメーソン伝説の中でも象徴的な意味を持ってい

る。こうして少しずつ,聖書の世界にさまざまな宗教

の要素が加えられていく。

以上が聖書の中の人物像である。ソロモンは偉大な

人物であり,その王国に仕えるアドニラム,そ してソ

ロモンを訪問し,彼の素晴らしい世界に圧倒されるシ

バの女王という関係となっていることをおさえ,続 く

2章ではネルヴァルがこれらの人物をどのような形に

変化させ描いているかをみていきたいと思う。

第 2章 無力なるソリマン

アドニラムが『東方紀行』の数々の挿話の中で,唯

一の成功者として登場する一方,ソ リマンと名を変え

たソロモンはネルヴァルの書く主人公の中でとりわけ

負の部分を背負っているように感じられる。まずその

風貌についてみていこう。

Solilnan 6tait alors au retour de l'age; mais le bonheur, en

gardant ses traits dans unc perp6tucne s6r6nit6, avait 61oign6

de son visage les rides et les tristes cmpreintcs des passiOns

profondes;(p.680)

歳老いた彼からは王の威厳はもはや感じられず,それ

どころか,全身を金で飾り立て,威厳を作ろうとして

も,逆に滑稽にしか見えない。聖書に記されている

「賢者ソロモン」の名に相応しくかつては名だたる聡

明さを持っていたであろうソリマンは,その風貌にお

いても,中身においても衰える一方であり,あるのは

虚栄心の強い俗人の姿だけである。女王が彼に出した

謎について,聖書の中では次のように記されている。

ソロモンの前に出た彼女は,心 に抱いていたすべての

ことを質問した。ソロモンは彼女の問いにすべて答え

た。王に説明で きなかった難問は一つ としてなかっ

た。 (列王記上 lo.2-3)

37

しかしネルヴァルは聖書の記述とは異なった姿を描き

出す。

Soliman interpr`ta sans broncher les trois 6nigmes, grace au

grand pretre sadoc, qui, la veille, en avait pay6 comptant la

sdu● on au grand pretrc des sab6ens.い 。682)

判じものを解き,文字遊びを解明する才能にかけては

誰よりもたけていたソリマンも,今はそのようなこと

も諦めなくてはならなかった。しかし王としての体面

を保たなければならないソリマンには,シバ人達の大

祭司に答の代金を支払うという手段しか残ってなかっ

たのであろう。彼を取り巻く廷臣達についてもネルヴ

ァルは大祭司ザ ドクからベナヤまでほぼ,旧約聖書に

列挙されている人物を同じように取 り入れている・ 。

しかしどの者もみな椰楡され,ベ ナヤにいたっては,

≪presquc idio》 (p.681)と 評されている。そしてアド

ニラムが女王の望みによって十万もの職人を集めた

時,は じめて「民衆の存在がソリマンに明らかにさ

れ」自分には無力できらびやかな僧侶や廷臣達のお供

しかいないことに気付 く。そして放心した彼はこう自

問するのである。

≪Quel est dOnc,se demandait Soliman reveur,ce mortel qui

soumet les holrlines coml■ e la reine conllnande aux habi―

tants dc l'air?... Un signc dc sa main fait naltrc dcs

arII16cs; mon pcuple cst a lui, ct ma donlination sc voit

r6duite a un nlis6rable troupeau dc courtisans et de pretres.

Un mouvement dc ses sourcils le ferait roi d'Israё l.》 (p。

699)

人民の存在を見せつけられ,ソ リマンは自分が全知で

あると信じながら,人民の存在に気付かなかったばか

りか,人民がみなアドニラムに仕え,ア ドニラムが少

し眉を動かせば,自分の代わりにイスラエルの王とな

り得ることを悟らされ,自分が孤独であることに気付

かされるのである。そして自分の教義の中で,人に働

くことを勧め,怠 け者を非難する一方で『伝道の書』
つ

では「この世の労苦から人はどんな利益を受けるのだ

ろう」と働 くことを否定していることの矛盾をシバの

女王に突かれている。こういった一連のソリマンの教

義についてもネルヴァルは聖書を引用しながら例えば

次のように手を加えている。 (下線は引用者による)

“Jouissez de la vic avec les femmes pendant tous les jours

de votre vie; car c'est la votre partage dans le travail",
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etc.Vous y revencz souvent,D'oむ j'ai conclu qu'il vOus

sicd dc mat6rialiser votrc pcuplc pour corllrnander plus sOrc―

ment h dcs csclaves.(p.684)

これは,『伝道の書』第 9章 9節 から引用されている

部分だが,聖書ではこのようになっている。 (下線部

は引用者による)

Jouissez de la宙 e avec laた mme que vous aimez,pendant

tous les jours dc votre vic passagё re, qui vous ont 6t6

donn6s sous lc solcil pcndant tout ic tcmps dc votrc vanit6;

car c'cst l)votrc partage dans la vic et le travail qui vous

excrcc sous le soleil。
8

下線部にあるように,「女性達」ではなく,「愛する

妻」と楽しく暮らすようにと聖書は説いている。しか

しネルヴァルはソリマンが人民を物質化して,奴隷化

し,享楽的な生活に浸らせることによって容易に人民

を支配することができるだろうというソリマンの考え

を,バルキスの口を借 りて批判している。民を物質化

することは機械的な生を産み,民を命令に従うだけの

奴隷とすることは,結局は王としての孤立の現れとな

る。さらにもう一点,今度は聖書の中のソリマンの負

の部分については次のように用いている。聖書の中で

ソロモンは,エ ジプト王ファラオの娘を妻に迎えてい

たが,こ の他に異国の女達を多く愛した。後宮の存在

は,当時の風習からいってそれほど悪いことではなか

ったが,異邦の女たちと共に異邦の神々,つ まり偶像

が入って来たことが問題であった。

ソロモン:11は ファラオの娘のほかに異国の女を多く愛

した。モアブ,ア ンモン,エ ドム,シ ドン,ヘ トの女

たちであった。主はこの女たちについて,「おまえたち

はこの女たちに近づいてはならない。その女たちもそ

ばにこさせてはならない」とlrl]せ られたことがあつ

た。その民の女たちであった。「そうしないと,お まえ

たちは,そ の女たちの神々に心を傾けるようになる」

と。それなのにソロモンはその女たちに執心した。ソ

ロモンには七百人の妃と三百人のそばめがいた。この

女たちはIの心を惑わした。 (列 :li記上 ‖.1-3)

ソロモンは女たちの歓心を買うために,彼女達の言

いなりになり,シ ドン人の神 ミルコム,モ ルク,モ ア

ブ人の神ケモン等々のそれぞれの拝殿を造ってや り,

自らも礼拝するようになつた。王のこの態度に民衆た

ちの間にも偶像崇拝がはびこり,唯一の主への忠誠を

立国の精神 としているイスラエルの危機が始まった。
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そして,ソ ロモンの権威も失墜 し,主が言われた通

り,彼の死後王国は分裂を始める。このようなソロモ

ンの姿を次のような姿でソリマンに投影させている。

Avidc d'honncurs, de puissancc et de volupt6s, Soliman

6pousa cinq cents femmes,(.… )L'anneau dc Salomon lui

soulllit les g6nies, les vents et tous les anirnauxo Rassasi6 de

pouvoir et de plaisirs, lc sagc anait r6p6tant:《 Mangez,

ailnez,buvez; lc reste n'est qu'orgueil.》

Et, contradiction, 6trange: il n'6tait pas heureux! ce roi,

d6grad6 par la matiё rc,aspirait a devenir immortel。 … (pp.

769-770。 )

彼は死を恐れるあまり,女王から与えられた指輪の力

を借 りてあらゆる精霊たちを支配し,不死の力を得よ

うと試みる。カフ山に置かれた王座に腰を降ろした彼

は,こ こで全宇宙の精霊達の力を借 りようとする。し

かし精霊達が守 り続けたのはソリマンの身体に過ぎ

ず,永遠の命を創造 したわけではない。その後,224

年もの間,髭を伸ばし,爪を伸ばし続けた彼は「死の

中の眠り」に入ったと言われ,最後にはこなダニによ

ってその身体をむしばまれ続け,ついに王座からくず

れ落ちた。ソロモンの死について聖書では「ソロモン

はエルサレムでイスラエル全土を四十年にわたつて治

めた。その後ソロモンは先祖とともに眠り,父ダビド

の町に葬られた。虐、子のロボアムが王位を継いだ。」

(列王記上 H.42-43)と だけしか記されていない。

この晩年の姿について,1851年 に作品が二巻本で出

版された際,資料的に巻末に付けられた補遺の中では

次のように述べられている。

Lc Coran attaquc ausssi fr6quemment l'orgucil et les irn―

pi6t6s du roi Salomon dans la derniё re partie de son rё gne。
9)

この一文は,ユ ダヤ教徒の中で晩年ソロモンが多神教

徒の妻を要ったり,本文には出てこないが,神殿に偶

像を置いたとされる部分が否定されていることを示し

ているように思われる。そしてネルヴァルは,聖書か

らではなく,「われわれが彼の死を定めたとき,ジ ン

どもには,彼の死は教えられなかった。ただ一匹の虫

がいて,彼の杖を食べた。ソロモンが任1れたとき,ジ

ンどもは見えないものを見ていれば,何 も恥をしのん

で労苦に耐えなくてもよかったのに,と 思った」
nと

書かれているコーランの 34章にソリマンの晩年の姿

を写することによって,コ ーランの中で予言者かつ王

として,鳥や動物と話す超能力を有し,風やジンを操
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る叡智を授かったとするスライマーン (ソ ロモン)も

モデルにしていることが伺える。これらのことから,

ネルヴァルがソロモンという聖書上の偉大な人物を完

全に椰楡し,卑小な人物に変えてしまっていることが

見てとれるだろう。ソロモンなる人物は,その風貌 ,

人格,能力においてもすべて魅力のない人物となり,

本来ならば彼を讃える存在として登場するシバの女王

の登場によってますます劣った人物となる。このよう

に「シバの女王のエルサレム訪問」の話自体を変化さ

せることによってキリスト教的な世界をある部分で否

定しているのではないだろうか, と考えることができ

る。ではアドニラムの方はどうであろうか。次の 3章

でみていきたいと思う。

第 3章 秘義入門者 としてのア ドニラム

ジルベール・ルージュが「正確な題名はむしろ『朝

の女王とアドニラムの物語』であろう」
H)と
指摘する

ように,物語の正統な主人公はアドニラムと言える。

その人物像は,次のように描写されている。

C'6tait un personnage sombre,myst6ricux。 (.… )son 6cla_

tant et audacieux g6nie le pla9ait au一 dessus des hommes,

qui ne se sentaient point ses frё res.(p.672)

アドニラムは,夢中で想をめぐらし,さ らに熱中し

てソロモンの神殿建築に専念している。そのため寝食

も忘れ,娯楽も宴会の楽しみも放棄している孤独な職

人として描かれている。そしてシオンの大地に「青銅

の海」
つ)と
呼ばれる巨大な水盤を鋳造 しようとしてい

る。これは,途方もない作業であり《un d6i du g6nic aux

prqug6s hulmains,a la naturc, al'opinion des plus cx―

perts》 (p。 7H)であり,ア ドニラムの名が不朽になる

か,失墜させるものになるかはこの仕事の成否にかか

っている。青銅の海にそそがれる溶銅の流れを見てシ

バの女王は思わず感嘆の声をあげる。

《Spectacle sublime! s'6crie la rcine de Sabao O grandeur! 6

puissance du g6nic de ce mortel, qui soumet les 616mcnts et

dompte la nature!(… 。)》 (p.715)

ところが,工事の最後の段階で三人の裏切り者が作業

を妨害したため銅は鋳型から溢れだし,工事は失敗す

る。ここからネルヴァルは部下達からも見捨てられ,

絶望したアドニラムに試練を与え「冥界下り」という

形で火の種族への秘義入門者として登場させるのであ

る。アドニラムにとつての試練とは,地下の世界に降

りて行き,そ こで自分の祖先から啓示を受けることで

あった。この試練は次のような段階を経て達成され

る。

まず,ア ドニラムは幻となって現れた祖先 トバル=

カイン (聖書の中では鍛冶職人であり創世記4.22で

は「青銅や鉄のすべての刃物を鍛える者」とされる)

に連れられて「深まりゆく静寂と闇の領域」へと進ん

で行き,現実世界の東縛から解放され,次のように感

じる。

Adoniram exhala un long et doux soupir: il lui semblait

qu'un poids accablant,qui tottourS l'avait courb6 dans la

vie,venait de s'6vanouir pour la premiёre fois.(p.719)

この地下の世界は「火の聖域」であり, トバル=カ イ

ンとアドニラムの共通の先祖であるカインの一族が ,

嫉妬深い神アドナイの圧制を逃れて,自 由に暮らして

いる世界である。ここはアドニラムが現実の仕事から

解放され,自分達の祖先と再会し,自 分達一族が不減

であることを知り,自 分達が分け合っている運命につ

いて語ることが出来る場所である。そして,次にアド

ニラムは直接カインの回から,

(.… )Tu sais le reste;mais ce quc tu ignores,c'est que la

r6probation d'AdonaT, mc condamnant a la st6rilit6, donnait

pour 6pouse au jcunc Habel notre s∝ ur Aclinia dont j'6tais

aim6。 (p。 724)

と教えられ,人類に知恵を授ける恩人でありながら迫

害を受けなければならないエブリス (サ タン)の子で

あるカインの種族と,無能で高慢なアドナイの子孫と

の間に起こった最愛の女性をめぐる争いが,地上でも

繰り返されることを知る。この地下世界の住人達とこ

こで繰り広げられた最初の争いとは創世記「カインの

アベル殺し」の挿話を意味している。兄弟が捧げ物を

した時,神はアベルの供え物を心から受け入れ,カ イ

ンのものを顧みなかった。怒ったカインは「弟のアベ

ルにおそいかかつてアベルを殺してしまった」 (創世

記 4.8)。 主は言われた。「何をしたのか。大地から,

私に向かって叫ぶおまえの弟の血の音が聞こえる」

(創世記 4.10)。 こうして呪われる者となったカイン

は「じるし」を付けられて,エデンから追放され自分

の子の名前をつけたエノクの町で暮らした。この挿話

をネルヴァルは地下世界で再現し,「お前の弟アベル
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はどこにいるのか」 (創世記 4.9)と いう主の問いか

けの言葉を《Habel,mon ils,Habel,Habel!.… qu'as― tu

fait de ton frё re Habcl?._》 (p.724)と 養父アダムに

語らせる一方,≪Lui aussi!(。 _)jam激 s il m'a par―

donn6.― Jamais!。 …》 (p。 724)と いう神と両親による

不公平と,最愛の妹アクリニアを奪われたことへの嘆

きと,ア ベル殺しの責め苦のために大地をのたうちま

わるカインの姿を示している。そして,その子孫達は

神に呪われた種族には違いないが,地下の世界では人

類に知恵をもたらし,その火を守り続ける一族 (イ ラ

デ,メ ホヤエル, レメクといった)を 聖書に出てくる

通りに用いながら描いている。こうした地下での争い

は,才能において勝っていながら,地上でアドナイの

無能な僕であるソリマンに王位を譲り,シ バの女王を

奪われようとしているアドニラムとソリマンの闘いを

意味している。そしてさらにトバル=カ インは

(...)Les g6nies du feu viendront a ton aide; ose touti

tu es r6serv6 a la perte de Soliman, ce fidё le serviteur

d'AdonaT。 (p.729)

とアドニラムに運命を成就させるように励まし,一本

の槌を与え,そ れによリアドニラムは失敗 しかけた

「青銅の海」を見事に完成させる。そして,同 じ「火

の子孫」であるシバの女王と結ばれる運命にあること

を悟 り,次のように告げる。

Balkis,cspnt dc lumiё rc,ma s∝ ur,mon 6pousc,cnin je

vous ai trouv6e! Seuls sur la terre vous et moi, nous

cornlnandons a ce messagcr ai16 dcs g6nies du feu dont nous

sommes dcscendus。 (p.741)

対するバルキスも手を差し伸べながら ≪(.… )d'aprё s

l'aFet du destin, il nc nl'est pas perΠlis d'accucilir un

autre amour quc cdui d'Adoniram。 》 (p。 741)と 答える

のだ。

こうした試練を経て,最愛の女性を得た入門者アドニ

ラムも,最後の試練を受けなければならない。最後

に,ア ドニラムは親方の給与を得ようと試みた三人の

裏切 り者によって殺されてしまうが,種族としての永

遠の生を受けることになる。つまり,ア ドナイに対す

る反逆者としての運命を成就させたアドニラムは,命

を奪われることになるが,バルキスとの間に子供を授

かることによって,その精神は彼女と永遠に結ばれ種

族の生は保たれるのである。そして死後,ア ドニラム

文学 。文化研究編 (2003年 3月 )

は,自 らの建築 した神殿に葬 られ,残された他の職人

の親方達はこの殺害の復讐を′亡、に誓う。これは「死と

再生」の真理を秘義伝授によって追求するフリーメー

ソンの伝説そのものである。

以上のように,ネ ルヴァルは,聖書の中では人物と

しては優れてはいるが,存在としては決してソロモン

と対等とは言えない「徴用者の長」であり,職人であ

るア ドニラムをカインの裔ではあるが罪の苦さのな

い,自 らの運命を全うする秘義入門者として描いてい

ることが分かる。そして地下の世界に聖書のモチーフ

を入れているが,悪 としての印象はない。これによっ

てネルヴァルが,単 にキリス ト教の否定をしていると

いうよりは神秘主義といった異教との混合に関心を示

していたのではないかと考えられるだろう。それでは

最後にシバの女王バルキスについてもみていきたいと

思う。

第 4章 神の暗示

シバの女王についても,聖書の中ではその容姿や人

柄についてはあまり述べられていない。しかし,『東

方紀行覚書』の中に「シバの女王がソロモンの妃とな

るのが運命の定めだったのだ。 (最 も美しい女性と最

も賢い男)」
日とあるように聖書に出てくる「賢者ソロ

モン」に相応しい聡明で機知に優れた女性として登場

する。聖書の中では

シバの女王はソロモンの知恵,そ の建てた王宮,そ の

食卓の料理,家来たちの住まい,彼 らの奉仕,彼 らの

服装,給仕たち,主の神殿にささげる王の烙祭を見た

時,虐、絶えんばかりに驚き,王に言った。「(.… )あな

たの知恵と繁栄は私の耳にしたこと以上のものでした

(...)」 (列王記上 lo。 4-7)

とこのように女王はソロモンを賞賛する。他方,ネ ル

ヴァルにおいてはソリマンの優位性は消え,すでに一

章で示 したように,優位に立ったのはシバの女王の方

であった。彼女は麻の織物 と透 き通った紗に包まれた

自分の簡素な服装を弁解する上で

《La sirnplicit6 des vetements,dit一 eHc,convient a l'opulence

et nc messied pas a la grandcur.(.… )》 (p.680)

とこのような言葉をかけ,王冠から足元に至るまで全

身を金で覆ったソリマンの姿を皮肉っている。
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そして「南の国の女王」であると同時に「朝の女

王」である彼女はこの挿話の中で大きな役割を担って

いる。それは地下の世界で,そ して地上の世界で繰り

返し行われる種族間の争いに差し込む光としての存在

である。種族と種族の争いの根本は神の不在が原因で

あると考えられる。 トバル=カ インによると,神の創
造とは卑小なものであり,その力の象徴であるアドナ

イの太陽も「卵を焼く力もない欠陥のあるかまど」で

ある。そして地下で中心の火を守る神に嫉妬をし,人

間及び地球の中心と表面の間に殻を作り,火の放射を

妨げ,熱が地下から地球の表面ににじみ出て人を温め

ないように試みている。さらに火の精霊たちを無視し

て泥の人間を造った。トバル=カ インは,自分達火の

一族が地底へと追いやられた屈辱を思い出し,ア ドナ

イを「狡猾で嫉妬深い」と批判し,熱のない太陽は,

地上のすべてを照らしている。このアドナイの神への

怒りが不調和を生み出している。そしてこの神は地上

を支配し,地下の火の世界の創造が地上へと噴き上が

るのをつねに妨げている。この地上と地下の構図は,

正統と異端という構図にもあてはまる。1844年 に

「アルチスト」誌に掲載された『ディオラマ』の記事

の中で,ネ ルヴァルは,エ ノクの町を「嫌悪すべき

町」と表現し,常 に Eloimsと 複数形で表されるエロ

イムは「神々の」という多神教の神を示し,ア ドナイ

はそのエロイムの一人にしかすぎないと述べている。

そして,教会はこの異端的な考えを認めてはいない。

としている。 ここにもネルヴァルはキリスト教に文寸す
る異端的な考えを織り交ぜている。しかし,そのよう

なアドナイの冷たい太陽とは反対に自然の太陽の光を

シバの女王は持っている。彼女は太陽の出ていないう

ちに異邦 (エルサレム)へ入ることを拒み,「太陽の

最初の光と共にエルサレムの東門を越えた」とされ,

その姿はベノニの言葉を借りると「昇ってくる太陽を

垣間見るよう」とされている。彼女はアドニラムを賞

賛した際,黄金の三角に縁取られた太陽のペンダント

を贈り,ソ リマンには太陽の力で魔力を発する指輪を

贈っている。シバの女王は,ま さに「太陽の光」であ

るといえる。そして,ソ リマンとのやり取りの中で祭

壇を置くためにノアの残した木を切ってしまった彼に

対し次のように告げる。

―Inscns6! qui peut effacer ce qui est 6crit au livrc de E)icu?

Et qucl scrait le succё s de ta sagcssc substitu6c a la volont6

supremc?Prosterne一 toi devant lcs d6crets que nc peut p6n6-

trer ton esprit mat6riel: ce supplice sauvera seul ton nom

de l'oubli, et fera luire sur ta maison l'aur6ole d'une gloire

immortelle。 … (pp。 692-693.)

彼女はソリマンの不敬虔さを非難すると同時に受難を

受けることによつて救いがあると述べている。この救

いを与えるのは,至高の存在 としての神の存在であ

り,そ の神こそキリス トと言えるのではないだろう

か。不減の,赦 しの神である。また,「ネ申を試 した

り,神の創造物を修正したりしてはいけない」と言う

ソリマンに対して,女王は「ソリマンの信仰に対する

偏見が,科学の進歩や才能の飛翔を妨げ,神 を卑小化

し,神 を否定することになる」
口と神の力を自分の権

力とし,神 を物質化 mat6rialiserし ようとしているソ

ロモンの狭い見方を批判し,警告している。ここでも

彼女の日から出るのは肯定的な神の姿であり,調和を

もたらす神といえるだろう。しかし『東方紀行』の中

ではこの調和は実現されることはなかったと言える。

両種族の間にいて,調和をもたらす可能性を秘めてい

たシバの女王も自らが火の種族であることを知り,真

っ暗な闇の中をアドニラムの元へ逃避行を続けるから

だ。シバの女王の場合,人物像としては聖書に描かれ

ている姿とあまり差は見られない。しかし完璧に果た

されたわけではないが,聖書では想定されていない

「神を暗示する」という役割を与えられていると考え

られる。

お わ りに

各章において登場人物がどのように聖書に描かれて

いるかをみてきたが,こ の物語の中でソリマン,ア ド

ニラム,シバの女王バルキスがどのような関係にある

のかまとめておきたいと思う。一章ではソロモンは偉

大な人物であり,その王国に仕えるアドニラム,そ し

てソロモンを訪問し,彼の素晴らしい世界に圧倒され

るシバの女王という関係となっていると述べたが,ネ

ルヴァルは,ま ずアドニラムをヒーローとし,バルキ

スを軸にして対称的な存在としてソリマンを描いてい

ると言える。バルキスに出会うことによってアドニラ

ムは栄光と女王とのつながりという幸福を得,ソ リマ

ンは失恋により自ら破減の道を歩むことになったとい

える。

そして,こ の物語はネルヴァルの他の作品にも影響

を及ぼしている。アドニラムの「冥界下り」のエピソ

ー ドはのち 1853年 に発表された『オーレリア』の中

で再現されている。主人公である「私」は地下の世界
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を訪問し,自 分がカインの末裔であり,同 じく神から

呪われた一族であると語っているが,『 オーレリア』

の中では地下に隠れて自分達の財宝を守り,時 には隠

れ家を出て生者を脅かす悪の化身として描かれてい

る。またシバの女王による調和の兆 しも同じく,『 オ

ーレリア』によつて達成されている。『オーレリア』

の「記憶すべ きことども」において「私」の傍に現

れ,秘義入門の最後の道程を示し,名前は出て来ない

が,赦 しを与える救世主との仲介をする「イエーメン

の香りのしみついた髪を宙に浸した」偉大な女性の友

として聖母マリア,オ ーレリアの像と重なって永遠の

女神イシス像を形成する一要因として間接的に登場し

ていると言える。そしてこのシバの女王が,1852年

に発表された『ボヘミアの小さな城』の中で当時, ネ

ルヴァルが″亡、を占めていた女性として回想されている

こと。また生前には実を結ばなかったが,当時憧れの

女優ジェニー・コロンを主役にした『シバの女王』と

題するオペラの構想に没頭していたことを考えると,

まさにシバの女王はネルヴァルにとっての理想の女性

の姿であり,女神イシスのイメージを持っていたこと

も付け加えておきたい。

では,一体ネルヴァルは旧約聖書をモチーフにして

書いたこの物語の中で,何 を意図していたのだろう

か。聖書で偉大だとされているソロモンは椰楡される

ことによって,反キリスト教的な形となって現れ,同

時にアドニラムを神秘主義の秘義入門者とすることに

よつて,キ リスト教とは違う宗教との共存をはかって

いるように思われる。そしてその両者の間で仲介的な

役割を果たす朝の女王バルキスは調和をもたらす神の

存在を暗示している。そうすることによって,異教と

キリスト教のどちらも認めようとしたのではないだろ

うか。そして両者は決して対立するものではなく,全

ての信仰の統合 syncr6dsmeを ネルヴァルは願い,そ

れ故に葛藤していたのではないかと結論付けたいと思

う。そしてこの願いと葛藤は『オーレリア』への橋渡

しとなっていることを付け加えておきたい。
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